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 東日本大震災では多くのまち

が津波にのみこまれ、まちが培

ってきたまちなみは跡形もなく

流れ去って瓦礫だけが残りまし

た。一日も早く復興が進むこと

を願ってやまないが、その場所

に住んでいた住民の方の目に映

る瓦礫の光景と、頭の中に浮か

ぶ彼らが暮らしたまちなみの光

景との余りのギャップに復興を

どうイメージしたらよいのか、

彼らの胸中を察するに余りある。 

 

被災地の今後の都市計画とま

ちづくりはどのようになるのだ

ろうか。彼らの頭の中に浮かぶ

「記憶の町」と「あたらしいま

ちづくり」とは重なるところが

あるのか、それとも全く新しい

町なのか。とても気なるところ

だ。防災という観点では新しい

視点を持たざるを得ないだろう

し、津波を避けた高台に住いが

移動することは避けようがない。

漁業などに関しては職住分離と

いう案がもうすでにでている。

ここら辺りのことは今後いろい

ろ話題になっていくことと思う

が、気になるのは「記憶のまち」

のことである。「記憶のまち」と

「あたらしいまちづくり」が何

処かで重なって欲しい思うのは

私だけだろうか。 

 

「こんなまちの記憶は忘れち

まいたい」と思う方も中にはい

るだろうが、報道されるアンケ

ートからは多くの方が、住んで

いた町での復興を望んでいるこ

とが読み取れる。 

 「記憶のまち」が大切だと思

う理由はこんな風に考えられる。 

多くのひとは、そこで生まれ、

育ち、仕事をして、家族がいて

生活があり、まちに対して何ら

かの愛情を感じている。 

また、「記憶のまち」はまちの歴

史や個人の歴史が凝縮されてい

るとも言える。写真のようなそ

の一瞬の記憶とは違い、多くの

シーンが重なり合い「記憶のま

ち」が形成される。そんな「記

憶のまち」を住民同士が共有し

ているため、このことが住民同

士のコミュニケーションの基礎

になり、郷土愛、仲間意識や信

頼感が生まれることになる。そ

れに対して心機一転あたらしい

町で生活をはじめるというのは、

過去からの決別を意味し、共有

する「記憶のまち」を避けてい

るとも言える。「あたらしいまち
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づくり」に「記憶のまち」を活

用することで、大震災で分断さ

れた住民の思いを未来につない

でいくことができるのだと思う。 

 

「滑川宿まちなみ保存と活用の

会」の方々の努力で滑川瀬羽町

の「記憶のまち」は「現実のま 

 滑川市は私のふるさとです。

就職を機に神奈川県に移り住ん

でから、滑川で過ごした以上の

歳月が流れました。毎年の帰省

は欠かしたことはありませんが、

道路の整備や郊外型店舗の進出

や高齢化によって、かつての町

中心部の活気が失われていく様

子を寂しく感じていました。 

 

 ２０１０(平成 22)年４月より

１年間休職し、実家のある滑川

で生活を始めました。４月下旬

の新聞で『滑川旧町部 宿場の

町並みを守ろう』という見出し

の記事を読み、歩いて１０分ほ

どの海沿いの旧北陸街道沿いに、

古い木造家屋を修復して保存・

活用を目指す人々がいることを

知り、数日後旧宮崎酒造の前ま

で足を運び、偶然にも中を見学

させていただく機会を得ました。 

昔の姿に復原された正面玄関の

奥には、酒造りの道具やタンク、

３棟の大きな蔵、中庭の井戸、

土間、座敷がそのまま残されて

おり、すばらしい空間でした。 

ち」として一軒そして一軒と息

を吹き返そうとしている。「記憶

のまち」を大切にするまちづく

り、東日本大震災被災地での復

興をこんな気持ちで見守りたい

と思う。 

賛助会員 丸谷芳正 

（富山大学芸術文化学部教授） 

十代の頃から自転車で海沿いの

町の細い路地を用もなく走るの

が好きでこの瀬羽町付近も訪れ

ていましたが、このような建物

の存在を全く知らなかったこと

がショックでした。 

 

 その後、５月に「滑川宿まち

なみ保存と活用の会」が設立さ

れ、その記念講演会に参加した

ことをきっかけに賛助会員に登

録させてもらい、７月末の『ベ

トナムランタンまつり inなめり

かわ』、２月の『瀬羽町、フラメ

ンコ一夜』、『ひな祭り』などの

行事にもお手伝いとして参加さ

せていただきました。これらの

活動を通じて、まちなみ保存と

活用の会の方々が、古い建造物

に新しい価値を与え、建物を通

して人のつながりを作っていこ

うとしていらっしゃることがよ

く理解できました。 

 

 滑川に戻った春ごろは、２５

年も離れていたふるさとでどん

なふうに生活していくか迷いも
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ありましたが、まちなみ保存と

活用の会の方々との出会い、趣

味の剣道を通じた滑川市剣道ス

ポーツ少年団のみなさんとの出

会い、近所のみなさんとの再会

等、長い歳月を経て滑川の方々

と新たなつながりができたこと

をたいへん嬉しく思い、感謝し

ております。 

 

「滑川宿まちなみ保存と活用

の会」を中心とした活動が、日々

の生活に張りを与え、人々が集

える場所がある、そんなまちづ

くりにつながっていくことを期

待しています。 

●１１月２０日 

「富山県いきいき文化財博士現

地研修会」でまちなみ案内協力。 

主催：富山県教育委員会 

●１１月２５日 

滑川市立田中小学校４年生の授

業で旧宮崎酒造とまちなみ案内。 

 

●１２月３日 

寺家小学校６年生の「総合の時 

間」に旧宮崎酒造を案内。 

この４月に再び神奈川県に戻り

ましたが、ふるさとの町の元気

な活動をこれからも応援してい

きたいと思います。人と人のつ

ながりの大切さ。無理せずでき

ることから行動することが長く

続ける秘訣だということ。ここ

(滑川)に住む人が楽しくなるま

ちづくりでなくてはならないと

いうこと。私が２５年振りの滑

川生活で学んだことです。 

 

     賛助会員 堀井 純子 
（神奈川県在住） 

 

    

●●●●１２月１１日 

他町の保存活動報告会(小森氏よ

り) 

●１２月１６日 

美容室「パ・ド・ドゥ」による

着物撮影協力。 

●１２月２６日 

 

「地産蕎麦粉で年越し蕎麦打ち

会」にて会の活動紹介。 

主催（株）まちづくり工房 

 

「「「「活動報告活動報告活動報告活動報告」」」」    
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●２月１２日 

「瀬羽町、フラメンコ一夜」 

後援・協力。主催(株)まちづくり工房 

 

旧宮崎酒造のトオリニワにステ

ージを設置し、男性バイレ（富山

出身の踊り手。ルーツは橋場）の若手

グループによるライブが開催さ

れ、雪の中１３０名余りの観客

が情熱のフラメンコと地産のバ

イ貝、里芋、地酒など堪能した。 

 

●２月２６日～３月６日 

文化財で楽しむ「ひなまつり」

を開催。

 

近隣の方々の協力で１３組のお

雛様や人形で飾り付けた。 

「お琴コンサートとお話の会」

と「読みきかせ会」も開催し、

期間中５００人以上の来場があ

った。 

●３月２１日 

富山県いきいき文化財博士冬季

研修会で「まちなみ保存・活用

とまちづくり」の発表を行った。 

●４月１６・１７日 

旧宮崎酒造にて「骨董ふりま」

を開催。５月より定期開催予定。 

●４月２３日 

新川県民カレッジ「ふるさと発

見講座」にて旧宮崎酒造を案内。 

●４月２７日 

農商工連携促進塾のモデルツア

ー「なめりかわ美健美旬旅」に

協力。県内から参加した約３０

名が旧宮崎酒造で、ホタルイカ

料理の試食、まつりの花づくり

を行い瀬羽町の魅力を再発見し

た。主催(株)浅野観光 

●５月３日～５日 

旧宮崎酒造で近隣の方々の協力

で６組の「５月人形」、６組の「こ

いのぼり」で飾り付け、期間中 

約２００名の来場者があった。 

 


